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地域情報化アドバイザーの派遣

派遣の仕組み

地域が抱える様々な課題を解決するため、ICTを利活用した取組を検討する地方公共団

体等からの求めに応じ、ICTの知見等を有する「地域情報化アドバイザー」を派遣し、 ICT

利活用に関する助言等を行う。

平成３０年度は、６月６日より派遣申請の受付を開始。

派遣団体数

年々増加傾向

（年度）

※Ｈ30の値は6月29日現在の申請団体数

別紙１



2地域情報化アドバイザーの活用場面

（地域情報化アドバイザーの必要性について）

自治体内部で苦しんでいる職員に対して、外から行って、その方々の
活動の範囲を広げてあげるというのが、一番効果的。ある程度国全体
の動きがわかっている人でないと、自信を持ってその組織全体を動かす
インパクトが与えられない。

自治体には縦割りの中で埋もれている貴重な人材がいる。僕はこの制
度の、外部からのインパクトが、すごく大きいと思う。フラストレーションを
ためて頑張っている人たちが、アドバイザーの加勢を得て、より生き生き
と活動し出すということがある。

外から行って、ガツンと講演すると、少し変わる。ジワリジワリと効いて
くる。アドバイザーという外力を使って中を変える、という感じで使っても
らえるといい。

地域情報化アドバイザーリーダー

筑波大学 川島教授

ＩＣＴを使って「何かしたい、何かしなくては」という意識を、

「まず、やってみる！」に変えるきっかけとして、

ぜひ地域情報化アドバイザーをご活用ください。

地域情報化アドバイザーリーダー 川島 宏一氏より

http://3.bp.blogspot.com/-VkaXRdIAzRU/WUdYwLM2msI/AAAAAAABE_E/Ob4pV2KxYAUvnkvQDhtTdY-lWeZWWbTkACLcBGAs/s800/kaisya_komaru_man.png
http://3.bp.blogspot.com/-VkaXRdIAzRU/WUdYwLM2msI/AAAAAAABE_E/Ob4pV2KxYAUvnkvQDhtTdY-lWeZWWbTkACLcBGAs/s800/kaisya_komaru_man.png


3平成29年度の派遣状況

教育 ２１

医療 ３

防災 ９

農林水産業 ９

地域ビジネス ２

観光 ８

オープンデータ ３５

シェアリングエコノミー ９

スマートシティ １

働き方 １３

地域IoT人材の育成・活用 ３０

自治体クラウド １６

セキュリティ １４

ネットワーク １５

その他 １５

<分野別派遣状況> <管区別派遣状況>

北海道 １６

東北 １３

関東 １８

信越 ８

北陸 ７

東海 ３５

近畿 ３９

中国 １５

四国 ２０

九州 １９

沖縄 １０

２９年度派遣状況 内訳

（平成29年度より、オープンデータ伝道師、シェアリングエコノミー伝道師も派遣）



4

★ ★ ★
１日目 ２日目 ３日目

地域情報化アドバイザーの派遣パターン（平成30年度）

アドバイザー派遣は
同一案件につき原則１回

案件の特性に応じて
事前の打合せ・フォローアップのため

複数回派遣が可能に

例１） 一回目：事前打合せ 二回目：支援・助言

9/1
★

事前打合せ
★

助言

同一地域の同一案件に対する、同一アドバイザーの派遣は
原則一回だが、支援効果を高めるなど案件の特性に応じて
、事前打合せ又はフォローアップのための派遣も可能とす
る（合計日数は３日間まで。）

連続していない２日間

例２） 一回目：支援・助言 二回目：フォローアップ

★

助言
★

フォローアップ

連続していない３日間

例３） 一回目：事前打合せ 二回目：支援・助言 三回目：フォローアップ

★

事前打合せ

★

助言
★

フォローアップ

連続していない３日間同一地域の同一案件に対する、同一アドバイザー
の派遣は３日間を限度とし、派遣回数は原則一回
とする。

※別テーマであれば、同一アドバイザーを同一自治体に派遣
可能

※同テーマであっても、別のアドバイザーであれば同一自治
体に派遣可能。

連続する３日間

１日のみ、２日間連続又は３日間連続のいずれか

10/1

連続する２日間

★
１日

★ ★
１日目 ２日目

10/1 10/2

10/1 10/2 10/3

10/1

11/110/1 10/2
★

助言

9/1 10/1 11/1
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一橋 基（札幌市）、黄瀬 信之（北海道岩見沢市）、山形 巧哉（北海道森町）、伊藤 文徳（福島県会津若松市）
毛利 靖（茨城県つくば市）、宮﨑 昌美（埼玉県狭山市）、崎山 雅子（高知県南国市）、落合 謙次（宮崎県）

など

平成30年度地域情報化アドバイザー 新規委嘱者

46名を新規追加し、合計168者（161名、7団体）に委嘱。

＜新任アドバイザー＞

自治体職員

法曹関係

板倉 陽一郎（弁護士）、岡本 正（弁護士）、水町 雅子（弁護士）、森 亮二（弁護士）
宍戸 常寿（東京大学大学院法学政治学研究科教授）、友岡 史仁（日本大学法学部教授）

ビジネス

甲田 恵子（(株)AsMama代表取締役CEO）、楠 正憲（Japan Digital Design(株)ＣＴＯ（政府ＣＩＯ補佐官）
濱田 安之（(株)農業情報設計社代表取締役CEO）、前田 みゆき（(株)日立システムズ）

など

シェアリングエコノミー伝道師

石井 重成（岩手県釜石市）、石上 涼子（佐賀県多久市）、加藤 遼（(株)パソナ）、細川 哲星（(株)ガイアックス）
蓑口 恵美（（一社）シェアリングエコノミー協会）



6シェアリングエコノミー伝道師の派遣事例（平成29年度）

派遣アドバイザー 団体 支援内容

石崎 方規 鹿児島県瀬戸内町 地域の観光資源活用（空き家、空き店舗を有効利用できる仕
組み作り等）に関する助言

佐賀県武雄市 在宅ワーク等柔軟な働き方の提案と導入研修

岐阜県関市 ローカルシェアリングセンター立ち上げに向けた制度設計及
びクラウドコーディネーターの育成手法に係る講演

石山 アンジュ （一社）地域問題研究
所【愛知県】

シェアリングエコノミーとは何か、地域づくりにどのように活用
できるか等に関する講演

（特非）NEXT熊本
【熊本県】

シェアリングエコノミーの基本的な考え方や事例紹介等に関
する講演

佐別当 隆志 石川県加賀市 シェアリングエコノミーによる地域課題解決につながる仕組み
作りのための職員向け指導

大分県 シェアリングエコノミーについての概要や国の動向、先進事
例等に関する講演及びディスカッション

積田 有平 いわてシェアリング・エ
コノミー推進協議会【岩
手県】

シェアリングエコノミーの自治体における具体的な実践事例
や推進のポイント、留意点等に関する講演

滋賀県大津市 「子育てシェアリングエコノミー交流会」における公開パネル
ディスカッション

５県２市地域情報化推
進協議会【広島県】

自治体においてシェアリングエコノミー活用を推進するための
助言

 （特非）価値創造プラッ
トフォーム

 （一社）シェアリングエ
コノミー協会（サポータ
ー会員）

 （一社）シェアリングエコ
ノミー協会

 （株）クラウドワークス

 （一社）シェアリングエコ
ノミー協会

 （株）ガイアックス

 （一社）シェアリングエ
コノミー協会

 （株）スペースマーケッ
ト

 （特非）キッズバレイ



7オープンデータ伝道師の派遣事例（平成29年度）

派遣アドバイザー 団体 支援内容

庄司 昌彦 宮城県仙台市 官民データ活用と自治体の役割について、先進都市の取り組み事
例等を交えた職員向け講演

（特非）コミュニティリ
ンク【兵庫県】

地域のCode forコミュニティ等の連携強化や、IoT・AI・ビッグデータを
活用した地域情報化エコシステムの検討に対する支援

千葉県 県及び市町村職員向け「官民データ利活用セミナー」における講演

北海道総合通信局 道内の自治体のＩＣＴ／ＩｏＴ活用の取組を紹介し、地域が抱える課題
解決を目的としたセミナーでの講演

四国総合通信局 「オープンデータ利活用シンポジウムin松山」での講演

関 治之 新潟県新潟市 「新潟市製造業ＩｏＴチャレンジ事業実施業務委託」における事業者
選定委員会の委員として、事業者選定プロセスにおける助言・指導

北海道森町 ＩｏＴ活用フォーラムにおけるオープンデータやそれを利活用したシ
ビックテック、ＩｏＴに関する講演

藤井 靖史 千葉県地域ＩＴ化推進
協議会

「ちばＩＴ利活用フォーラム」におけるＩｏＴに関する最新情報や各地の
実践事例に関する講演

宮城県大崎市 オープンデータ導入に関する講演

村上 文洋 茨城県 県及び市町村におけるデータ利活用推進や利活用の可能性に関す
る講演

新井 イスマイル 大阪府高槻市 RESAS及びオープンデータについて、市職員のスキルアップの支援

牛島 清豪 福岡県 県ホームページリニューアル案に対する助言・支援

 一般社団法人コード・フォ
ー・ジャパン 代表理事

 株式会社HackCamp 代
表取締役社長

 合同会社Georepublic
Japan 代表社員CEO

 国際大学グローバル・
コミュニケーション・センター
准教授・主任研究員

 会津大学 准教授
 Code for AIZU Founder

 (株）三菱総合研究所 社会Ｉ
ＣＴイノベーション本部 主席
研究員

 奈良先端科学技術大学院大
学 総合情報基盤センター
准教授

 （株）ローカルメディアラボ
代表取締役
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